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足立貫一・岡田清直と学区取締に関する新資料 
The New Information on ADACHI Kan-i-chi and OKADA Kiyonao, the important persons of 
YOHKOH-GIJYUKU, from the new materials on the School district Director of Hamamatsu 






















の文書では、明治 6 年 2 月とだけ記されていて、日にち
が記載されていないので、2 月のいつであるかは特定で
きない（2)。 






誌 上巻』(6〕には、見付を中心とする第 2 中学区の部分
についてのみ、今回の資料と同じ情報が記されている。 
従って、既存の文献で紹介されている資料であるから、 






理由の第 1 は、『静岡県史 資料編 16』の資料では 40 
名の学区取締しか名前が分からないが、今回の資料には 











第 3 に、『磐田郡誌 上巻』の掲載情報は、第 2 中学区
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表1 既知の学区取締のー覧 \  『静岡県史 資料編 、16』所収の資料より 今回の資料での記載の有無 
1 三宅 均 x 
2 杉浦彦惣 0 
3 岡田良一郎 x 
4 矢高涛一 x 
5 小野田松一郎 0 
6 戸田八郎五郎 0 
7 権田和七郎 0 
8 山岡景連 0 
9 気賀半十郎 0 
10 鈴木 巌 x 
11 平野又十郎 0 
12 市川吉平 x 
13 ,
，一一一一一」．ー 	 △【or× 】 山崎千三郎 ( X] （徳三郎） 
14 竹本太郎 x 
15 岡田清直 0 
16 青山 徹 0 
17 金原明善 0 
18 中村六郎 △（録郎） 
19 森下新平 x 
20 小野江善八 0 
21 飯田 健 x 
22 平野六郎 0 
23 松本文治 x 
24 足立三郎平 x 
25 山崎久景 x 
26 らに1つの中 	  鈴木陸平 	 〇 0
27 古沢五平 x 
28 小学区に区分 	  竹山謙三 	 × x
29 医王寺 淳岳 x 
30 鈴木九郎次 0 
31 足立貫一 0 





34 古田専三 x 
35 遠山春平 0 
36 足立栄造 x 
37 誉田健雄 x 
38 八木美樹 0 
39 前島喚八 △（喚一） 
40 横田 保 0 






A=  [ ] 
X=18 [19] 
袋綴じにして、右端を 2 ケ所、紙紐で綴じた形になって 併して国本村  
いた。筆者はこれを借り受け、スキャナーで全てをスキャ になったのは ＼ 『静岡県史 資料編今回の資料で0 
ンして画像データ（モノクロ画像）として手元に残した。 
	 明治 8年であ ＼
一部、カラーコピーで保存した部分もある。スキャンの 
際は、綴じられている部分を解くことはせず、見開きの 	 従って、こ 	 〇
状態でスキャンした。スキャンした画像は全部で 28 枚と の資料が作ら  	 ×
なる。本稿で示す「画像 ii～「画像 28]（画像番号は れたのは、合  	 × 
小栗が添付）がそれである。 	 併前になるか  	 〇
なお、今回の資料は、資料自体の保存状態が良く、文 ら、どんなに  	 〇
字も読みやすい字体で記されているので、そのまま掲出 新しい時期に 7 	 〇
しても不都合はないと判断した。更に、活字に直して転 下っても明治 8  	 〇
記する場合に生じるミスを防ぐメリットもあるので、こ 8 年より後に 9  	 〇
こでは原資料そのものを画像で示すことにした。画像の なることはな 10   	 × 
「て，”1プ LLA血ニユ,I廿ュ、ーりブし1 、ブ J ー一、、プユ,, ，一 1一，」ー ム入二「ャ 	 ‘、 	 	 〇上部に付築が僅かに写り込んでいるが、これは、鈴木氏 
い, h 一一 一 L口＝ーユ A＋一，ー  “L 、 一 L 、 1 ，ー I『 ， L I『 A一一 ‘ェ が足立貫一の場所を筆者に教えるために付した付舞であ 
り、筆者に提供された時点で元々あったものである。 	 学区の名称が  	 二蕪ニ白r7ぐ ノ   早’いー ひヒレくくコ 4レル H可‘下、 、ノい× αノーノI" Dvノ 、 αノ ' ) 0  
	
本誌掲載にあたり縮小表示になっているが、実際の大 第 1から第 3 14
	 ×
きさは、綴じた状態の1枚目の測定値で示すと縦 26. 6cm、 	 に区分されて  
	 〇






るカスレ具合（9）から見て、印刷によるものと考えられ 5 年 8 月の学 
	
るが、その文字の線は細く精細で、最初に見た時には、 
	 制発布の際に、 	 ×
鉄筆でガリ切りをして謄写版で印刷したものであるかの 日本全国を 8 20 	 〇
ように思えた。しかし、ガリ版印刷が登場するのは明治 つの大学区に 	 ×
後半であり、この時代には存在しない。そのため木版に 分け、また1 2 	 〇
よる印刷と考えられる。 	 つの大学区を  	 ×
以下、この資料に記された情報の内容について、現時 幾つかの中学  	 ×
点の筆者にできる範囲で、考察を加えていきたい。 	 区に分け、さ 25 	 × 
3、資料の考証と内容分析 	 学区を多くの 27 	 × 
I一 	 “、”電山 IIA-.-.、n」旦4&,L rI 血 . 	 1 _0_- 	
	 ×(3-1）資料作成の時期と「人員」 
	 した。浜松県 	 ‘」J I.--- 'J 1-f I_I_I 
まず、今回の資料に関して、作成された時期の推定を は愛知県を中 30  	 〇 
	
行いたい。資料の中には時期について記された文字は何 心とする第 2 31 足事貫一 	 9 
二 	 一，ゾL一‘一‘、、ー一二一，ー『二二二一．二二、．’ 
もない。そこで資料から読み取れる情報を手掛かりとし 、J ー ’ 。 、 ー 、 一 I ー ノ Hノ“ ノ ～、” v 。ノ I口 T一 一 I 」ーー ノ ー ー  













設定するという発想は、文部省が「学制」を発布した明 	 今回の資料 	 〇
	
治 5 年 8 月 3 日の時からである。そのため、今回の資料 は、浜松を中 	
も学制より後に作られたことは確実である。 	 心とする第 1 40 	 〇
雷りい一羊目 lh1. \ irs 	 士＋,is4窃 -191. Z. 4止キ“ミ三壬 I 	 「flAl多マ‘、と‘1、 	  	 O  第 2 に着 したいのは、村の名称である。筆者が詳し 中学区から始 Aス芸奪桑“に品 レー1り 
1 、力甚十立『 411 4ot -.I，訓 1，ー七、14・z し 	 「iiI三7偽 1亡 I /7、Hl,，日 と 4， 	 →どレ、 	 ，鵬ブ 1，ー日 	 	 一ー、J ‘七』 一 い久津部地域を例にあげると、 I画像 15」の中に見られ まり、次に見
る第 2 中学区内の第 119 番小学区は、北原川村、不入斗 付（現・磐田
村、久津部村の 3 村が対象区域になっている。これらの 市）を中心とする第 2 中学区、最後に掛川を中心とする
村名は江戸時代のままである。この久津部村と、近隣の 第 3 中学区の順に記載されている。この区分は正に学制
北原川村、不入斗村、それに菅ケ谷村を加えた 4 村が合 発布時の中学区の番号である。 
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表2 今回の資料に示された学区取締と担当小学区の―覧 
No. 氏 名 中学区 小学区 
1 堀口勘蔵 第1中学区 1番 
2 気賀半十郎 第1中学区 2 番 
3 杉浦彦惣 第1中学区 3番 
4 三好長五 第1中学区 4 番 
5 小野江善八 第1中学区 5 番、18番、24 番、32 番、40 番 
6 権田和七郎 第1中学区 6 番、49 番、56 番、62 番、69 番 
7 中村録郎 第1中学区 17番 
8 竹山梅七郎 第1中学区 23 番 
9 金原明善 第1中学区 31 番 
10 曽布川善五郎 第1中学区 39 番 
11 大石孫平 第1中学区 48 番 
12 山内六郎次 第1中学区 55番 
13 小野田松一郎 第1中学区 61番 
14 宮崎陳平 第1中学区 68 番 
15 小菅正義 第1中学区 77 番 
16 高須平六郎 第1中学区 78 番、87 番、93 番、101 番、109 番 
17 山本叙鋒 第1中学区 86 番 
18 中根正敬 第1中学区 92 番 
19 山本音蔵 第1中学区 100 番 
20 中村伊十郎 第1中学区 108番 
21 野沢又平 第1中学区 118番 
22 気賀 林 第1中学区 
n乙 4一 





23 戸倉触？喬 第1中学区 123 番 
24 古橋庄九郎 第1中学区 130 番 
25 新村八郎 第1中学区 139 番 
26 馬淵金吾 第1中学区 147 番 
27 横田 保 第1中学区 148番、187 番、163 番、 198番、205 番 
28 稲垣伝八郎 第1中学区 156 番 
29 間宮鉄次郎 第1中学区 162 番 
30 坂本善久郎 第 ii 中学区 167番 
31 平野六郎 第1中学区 168番、174 番、179 番、 
185 番、190 番 
32 山岡弘祖 第1中学区 173 番 
33 大石喜三郎 第1中学区 178 番 
34 伊藤多平次 第1中学区 184番 
35 平野又十郎 第1中学区 189 番 
36 近藤正敏 第1中学区 197 番 
37 山本重三郎 第1中学区 204 番 
38 山岡景連 第 2 中学区 1番 
39 熊谷三郎馬 第 2 中学区 2 番 
40 青山 徹 第 2 中学区 3 番 
41 柴田三奏 第 2 中学区 4 番 
42 古沢五平 第 2 中学区 5 番、10 番、15 番、22 番、31番 
43 前嶋慎一 第 2中学区 6 番、41 番、50 番、56 番、53 番、73 番 
44 横井伝平 第 2 中学区 9 番 
45 竹内藤蔵 第 2 中学区 14 番 
46 小栗義一郎 第 2 中学区 21 番 
47 河合九郎三郎 第 2 中学区 30 番 
48 松井文質 第 2中学区 40 番 
49 鈴木貴当 第 2 中学区 49 番 
N. 氏 名 中学区 小学区 
50 林 文吉 第2中学区 55 番 
51 堀内五郎 第2 中学区 62 番 
52 大竹清一郎 第2中学区 72 番 
53 松井吉平 第2 中学区 80 番 
54 足立貫ー 第 2 中学区 81 番、89 番、94 番、102 番、107 番、113 番 
55 伊藤太郎八 第 2 中学区 88 番 
56 高橋甚作 第 2 中学区 93番 
57 戸塚三郎平 第 0 中学区 101 番 
58 ―木喜惣次 第2 中学区 106 番 
59 中野六郎 第 2 中学区 112 番 
60 足立孫六 第 2 中学区 120 番 
61 村松藤＋郎 第2 中学区 121 番、130 番、138 番、 195 番、203 番 
62 西尾雄一郎 第 2 中学区 129 番 
63 鈴木彦平 第 2 中学区 137番 
64 金井利太郎 第 2 中学区 145 番 
65 遠山春平 第 2中学区 146 番、153番、179 番、 
189 番 
66 田代喜平次 第 2 中学区 152 番 
67 鈴木虎三郎 第 2 中学区 158番 
68 青山善一郎 第 2 中学区 159 番、165番、171 番 
69 松野平九郎 第 2 中学区 164 番 
7D 御室佐太郎 第2 中学区 170 番 
71 奥山瀬作 第 2 中学区 178 番 
72 和田重作 第 2 中学区 188 番 
73 花島宗一郎 第 2 中学区 194 番 
74 松井善平 第 2 中学区 202 番 
75 岡田清直 第3中学区 1番 
7も 本間賢蔵 第3中学区 2 番 
77 筒井重千 第3中学区 3番 
78 戸田八郎五郎 第3中学区 4 番 
79 鈴木陸平 第3中学区 5 番、13 番、20 番、27 番 
80 山崎徳三郎 第3中学区 6 番、35 番、43番、52 番 
81 川村八郎次 第3中学区 7 番 
82 小沢儀六 第3中学区 12 番 
83 松浦五平治 第3中学区 19 番 
84 石田平八郎 第3中学区 26 番 
85 鈴木九郎次 第3中学区 34 番 
86 木佐森領一郎 第 3中学区 42 番 
87 堀内多門司 第 3中学区 51 番 
88 楠 正彦 第3中学区 60 番 
89 杉浦惰竹（修竹） 第3中学区 61 番、72 番、80 番、87 
番 
90 八木三樹 第3中学区 71番 
91 鷲山顕三郎 第3中学区 79 番 
92 笹瀬太郎― 第3中学区 86 番 
93 鳥羽焔一郎 第3中学区 93 番 
94 丸尾文六 第3中学区 94 番、102 番、107 番、111 番、122 番 
95 三橋四郎治 第3中学区 101 番 
96 水野彦次郎 第3中学区 106 番 
97 福島 隆 第3中学区 121 番 
98 矢部与作 第3中学区 128 番 
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（表 2の続き） 
No. 氏 名 	 I 中学区 小学区 
99 碓井幹一郎 第3中学区 129 番、137番、147番、 155番、165番、173番 
100 木下半兵衛 第3中学区 136 番 
101 内藤正徳 第3中学区 146 番 
102 大戸八郎次 第3中学区 154番 
103 河村弥右衛門 第3中学区 164番 
104 岡村清助 第3中学区 171番 
105 大塚義一郎 第3中学区 179番 
106 塚田弥一郎 第3中学区 180番、186番、194番、 200番 
107 杉本政惰 第3中学区 185番 
108 山田儀― 第3中学区 193番 
109 中村藤五郎 第3中学区 199番 
以上 
ところが、明治6年4月 10 日に学区の改訂がなされ、 
浜松県の場合、中学区の番号のみが変更された。浜松県











ここでも、筆者が詳しい第 2 中学区第 119番小学区に
設置された久津部学校（用行義塾の後身）を例にして述
べると、明治 8年時点の就学数は男 138人、女 49人で計 
187人であり、明治 13年時点でも就学適齢年齢児童数は 
353 人（男 180、女 173）で、そのうち就学できている子









































































記された、という想定である。つまり、資料 A よりも、 



























































































































図 1 足立貫ーが学区取締を務めた地域 
【丸で囲んだ地域。破線の丸で囲んだ地域は足立儀八が校主・学区取締を務めた 119番小学区（一久津部 
' 	 学校）O)3村。地図の出典は注に記した通り『掛川市史 中巻』付録の地図による。】 
ノ 
! 	 /!L/' .ノ 
舞畿鷲静舞誓奮ミ 
鱗誓ぎえ球灘護電曹 
、’’一 	 l 	 旦b 	 Iに イ争 
①上新屋 ⑥仁兵衛新田 ⑩西平松
②小立野 ⑦上本郷 ⑩海老島


































⑩讐請負新田 ＠真光寺 。小池 ⑩西大塚 
⑩小中瀬 O 笹原島 の庄屋 ⑩三郎五郎 
⑩大中瀬 ＠海老塚 ＠安富 国領家 
⑩浜新田 ＠宇兵衛新田 O新貝 O東金折 
＠稗原 各塩新田 ＠北長十郎 O三川島 
歯東中寸 
Vol.26, 2 0 1 868
表 3 士族・貫属の呼称が含まれる学区
便宜lh 
1 第 1中学区第 77番小学区・・・新居士族屋敷 
2 第1中学区第 78番小学区・・・新居泉町 同士族屋敷 
3 第 2 中学区第 70番小学区・・・岡村平松前士族 
4 第 3中学区第 1番小学区・・・・掛川住貫属 
5 第 3中学区第 2番小学区・・・・掛川住貫属 
6 第 3中学区第 60-65番、67 番小学区・・・・ 
横須賀町 同住貫属 
7 第 3 中学区第 66番小学区・・・横須賀住貫属 
8 第 3 中学区第 70 番小学区・・・・ 
大新井村 中新井村浜村横須賀住貫属 
9 第 3 中学区第 127番小学区・・・相良住貫属 























































の子弟を扱う学区が、この場合の第 1、第 2 小学区とい
うことになる。士族の子弟を対象とした学区は、掛川の 
2つ以外にも、今回の資料の中で幾つも挙げることがで
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要』第 25 巻、2018 年 1月 31 日、所収〕 51頁参照。 
(2)『静岡県史 資料編 16 近現代一』（編集‘発行：静岡県、平成




合計 40 人であるから、標題中の数値は、三宅均とそれ以外の 39 
名（計 40 名）という意味で付されていることになる。 
(3)『浜松市史 三』（編集兼発行・浜松市役所、昭和 55 年 3 月 
26 日）110--111頁。 
(4) https://trcadeac .trc.co.jp/Htm1/Home/2213005100/topg/0  















(6）磐田郡教育会編『磐田郡誌 上巻』（昭和 46 年 3 月 24 日、 
名著出版。大正 11年刊行本の復刻版）300 頁以下。 
(7）注（5）に同じ。 
(8）例えば、静岡県立教育研修所編『静岡県教育史 通史篇上
巻』(1972 年 11月、静岡県教育史刊行会）、『同 通史篇下巻』 
(1973 年 3 月。以下、異なる情報部分のみを記す）、『同 資料篇
上巻』(1973 年 10 月）、『同 資料編下巻』（上巻に同じ）にも、 
また、静岡県史刊行会編『明治初期静岡県史料』（静岡県立中
央図書館葵文庫）の「第一巻」 (1967 年 3 月）から「第五巻」 
(1971年 3 月）までの全 5 冊にも、更に、掛川市史編纂委員会編 
『掛川市史 上巻』(1997 年 8 月、掛川市）、『同 中巻』 (1984 
年 12 月。以下、異なる情報部分のみを記す）、『同 下巻』 (1992 








理工科大学紀要』第 24 巻、2017 年1月 31 日、所収）57 頁。 
(11）前掲『浜松市史 三』109 頁掲載の地図と、地図に併記され
た説明書き、及び同書本文 112 頁を参照。 
(12） 以上の児童数は全て、小栗勝也「用行義塾の場所と建物」 
（『静岡理工科大学紀要』第 24 巻、2017 年 1月 31 日、所収） 
22 頁の「表 3」を参照のこと。 
(13）拙稿「袋井東小学校所蔵の文書東から見る用行義塾（その 





で小学区が 201番まで、第 2 中学区は 210 番まで、第 3 中学区
は 210 番まで、で計 621あったことが分かる。 
(17）但し、前掲『静岡県史 資料編 16』所収の別の資料「学区
取締受持学区割改正に付達（明7・3・24)J (654 頁）では、浜松県 
の 3 つの中学区のうち、第 11番中学区（元の第1番中学区）の 1 
~60 番小学区を小野江善八が、1'--'16 番及び 61-117 番までを
権田和七郎が、というように1人が多数の担当学区を受け持つこと
で、1つの中学区内を 4 人の学区取締で担当するように改正され








を挙げることができる。足立儀八は、明治 7年 3月布達に記された 
12人の中には入っていない人物である。もし、学区取締が1中学 






育史 資料篇上巻』《昭和 48 年 10 月 1日、静岡県教育史刊行
会、所収》、44 頁以下）を参照のこと。 
(19）掛川市史編纂委員会編『掛川市史 中巻』（昭和 59 年 12 
月 18 日、掛川市）の「付図」の中の「遠江・駿河の掛川藩領周
辺村図」。久津部村の村境を知りたいと思い続けていた筆者が、 












(20)『浜松市史 史料編六』（浜松市役所編集・発行、昭和 38 年 
12月 5 日）343頁。 
(21）前掲『静岡県史 資料編 16J 330 頁。 
(22）同上。 
(23）もし、今回の資料中の「貫属」が下の人名の肩書きを意味する










史 中巻』昭和 63 年 3 月 11日、614 頁以下参照）、また、川崎 
村、永代村、永代川崎村とも言う。浅海のため大型の船は入れな
いものの、回船間屋の蔵が立ち並ぶ港町として古くから知られて
いた（以上、『角川日本地名大辞典 22 静岡県』昭和 57年 10 






(25）榛原町史編纂委員会編『静岡県榛原町史 下巻』（平成 3 
年 3月 15 日、榛原町）33頁。 
(26)「平松」については、小杉達「幕臣の入植 一袖浦地区の場




















(27）掛川市史編纂委員会編『掛川市史 下巻』（平成 4 年 3 月 
30 日、掛川市）278 頁。 
(28）関七郎「掛川教授所の疑問」（掛川地方史研究会『地方史
研究』第3 号、平成 24年2月 27 日、所収。掛川市立中央図書 
館所蔵）が、それを主張し、旧来の解釈を強く批判している。明治 
2 年に駿府学問所（静岡学間所）の配下の小学校が 16 箇所に 
設けられ、掛川にもそれがあった、と同論文は言うのだが(86頁）、 
その根拠としては、明治 2年 12月 4 日付で掛川郡政役所が出し







































































成 12年8月 1日、掛川西高百周年記念事業実行委員会）7頁。 




































也「用行義塾に関する未公刊資料『沿革誌』について（その 2) j 






























(37）前掲『掛川市史 下巻』278 頁。但し、ここでは「栄蔵」。 
(38）前掲『静岡県史 資料編16fl 652 頁。 
(39）後掲の注（41）を参照のこと。 
(40）前掲『掛川市史 下巻』278 頁。 
(41）以上の宇刈村と足立に関する情報は、すべて寺田琴次編『宇





























の署名と「平成 3年 4月 27 日」の日付が記されている（3頁）の
で、平成 3 年の発行と推測できる。以上は、筆者の個人が所有す
る同書から分かる情報である。但し同書は増版され、第2版（掛川 
Vol.26, 2 0 1 874
市立中央図書館蔵）が出版されており、そこでは奥付に発行年月
日が記され、「初版 平成 3年 7月 25 日」「第 2版 平成 3 年 10 
月 5 日」とある。ここから、冒頭文書の署名日よりも 3ケ月後に発行
されたことが確認できる。続く2冊目からは「第二編」と記されるよ
うになり、それは平成 5年 2月 20 日に発行された。以下、第三編 




ているので、販売はされていたようである。第五編（平成 19 年 5 
月 30 日、羽衣出版）で初めて出版社が明記され、この第五編
のみは現在でも出版社から購入が可能である。浜松市立中央
図書館、掛川市立中央図書館では全編が所蔵されている。 
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